
課題番号 ：F-20-KT-0178      

利用形態 ：機器利用  

利用課題名（日本語） ：動物用心拍数測定デバイスの作製  

Program Title (English) ：Fabrication of heart rate measuring device for animals 

利用者名（日本語） ：岡田啓 

Username (English) ：H. Okada  

所属名（日本語） ：鳥取大学大学院持続性社会創生科学研究科  

Affiliation (English) ：Graduate School of Engineering, Tottori Univ  

キーワード／Keyword    ：圧電素子、リソグラフィ・露光・描画装置、成膜・膜堆積、バイオ&ライフサイエンス 

   

１．概要（Summary） 

近年、Internet of Things （IoT）技術の普及に伴い、

人間の生体情報を取得および使用する試みが増えてい

る[1]が、動物についてはほとんど無い。 本研究では、動

物の重要な生体情報の一つである心拍数を検出するた

めの心拍数測定デバイスの作製を行う。デバイスの原理

には、圧電素子を用いて心拍の振動を検出する方法を考

案する。そこで、デバイス作製に必要となるフォトマスクの

作製を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザー直接描画装置、レジスト現像装置、ウエハスピ

ン洗浄装置 

 

【実験方法】 

圧電特性を持ったデバイスを開発する為に、基板の上

に下部電極層、圧電層、上部電極層、保護層の順で４層

の膜を堆積する。 

圧電層のパターン作製を行うため、レーザー描画装置

を使用し、Cr マスクブランクスに設計したパターン通り描

画した。基盤にはポリイミドフィルム、下部電極層には銅の

パターンを形成し、圧電層には P(VDF-TrFE)、上部電

極にはPEDOT:PSSをそれぞれパターニングした。また、

デバイスの保護層として、ポリパラキシレンを蒸着すること

で堆積を行った。最後に 4 層を堆積したデバイスに圧電

特性を持たせるために、分極処理を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

下部電極層、圧電層、上部電極層、保護層の４層を堆

積させた圧電特性を持つデバイスの作製が行えた。しか

し、デバイスに分極処理を行った際に、絶縁破壊により、

圧電層が破損してしまった(Fig. 1)。 原因として、圧電層

内に気泡が生じたためであると考えられる。 

今後の予定として、気泡の生じない圧電層の堆積方法

の考案、分極処理方法の考案をし、作製を行う予定であ

る。 

 

 

Fig. 1. Heart rate measurement device with 

insulation breakdown. 
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